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お わ り に
現在,わが国は極めて深刻な経済不況の真っただ中にある。戦後最悪の企業倒産,戦後最悪の失
業率,戦後最悪の自己破産など,毎日の新聞には,この間たて続けに「戦後最悪」という言葉が踊っ
ている。
また,それにまつわる悲惨な事件も多い。リストラによって解雇された労働者の自殺,経営難を
苦にした企業経営者のあいつぐ自殺。なかでも,金融機関に関係するニュースが多いのが目につく。
先日も,銀行の貸ししぶりが原因で,「自分の生命保険を企業経営の再建に役立ててほしい」と書き
残して,自ら命を絶った中小企業主の自殺には,なんともやりきれない衝撃を受けた。残された家
族は,どのような思いで,それを受けとめたのだろうか。こうした人々は,例外であるとは言いき
れないところに,現在の日本経済の深刻さがある。
さらに,銀行や証券会社のあいつぐ倒産による金融不安に力日えて,消費税率のアップによる税負
担の増大,財政危機を口実とする社会福祉の切り下げや瓜療費の自己負担の増大。これらは,いず
れも国民生活をおびやかしている。そのため,現在の金融システム改革である金融ビッグバンが,
この事態を一層深亥」にするのではないかと心配しながら,金融ビッグバンに,なにほどかの現状打
開の希望を託するのに急なあまり,その問題点をつかみきれていない状況にあることも事実であろ
う。本稿は,この点を考慮して,現在の金融システム改革の問題点を整理したものである。
ともあれ,以上の日本の現状は,いやおうなく,わが国の金融システムのあり方に対して強い国
民的関心を生んでいる。しかし,金融システムは複雑であリー 朝一夕に理解できるものではない。
そのため,むしろその複雑さを利用して,国民生活に密接に関係する金融問題が,これまで行政当
局と金融機関の間だけで恣意的に解決が図られてきたと言つてよい。最近では,住専問題や大和銀
行の米国でおかした事件の処理などが,その好例である。
藤日安一:現代金融システム改革論序説
わが国の伝統的な,こうした問題処理の不透明さや恣意性が,現在;金融不安の激化や金融国際
化の流れの中で,厳しい批判にさらされて,もはや続けられなくなっている。日本の金融システム
は,今,1新しく生まれ変|わらなければならないのである。この新しい金融システムを構築するため
に|,本稿で展開した視点が,1国民の立場に立脚する,もう一つのビングバンにむけた金融―システム
改革の視点として生かされることを願っている。
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